
68

さいしょにチェックしてみよう

68

つくる

たんまつを使
つか

うと、いろいろなアイデアを表
ひょう

げんしたり、友
とも

だちといっしょにしりょうをつくったり
することができます。
ここでは、たんまつを使

つか

ってଝ
なに

かをつくるときに知
し

っておくべきことやᆹ
き

をつけるべきことについて
学
まな

びます。

ई​わたしは、スライドを上
じょうず

手にデザインすることができると思
おも

う

ई​わたしは、伝
つた

えたいことを整
せ い り

理して発
はっ৬ょうしりょう

表ᜊးをつくることができると思
おも

う

ई​わたしは、作
さくひん

ಞをつくるときに、どんなことにᆹ
き

をつければよいかを知
し

っていると思
おも

う

ई​わたしは、たんまつが動
うご

かなくなったときに、きちんと෱
たいおう

໧できると思
おも

う

さいしょにチェックしてみよう
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69 かいせつへ

上
じょうず

手なデザインの方
ほう

ほうを学
まな

ぼう

67 かいせつへ

上
じょうず

手なデザインの方
ほう

ほうを学
まな

ぼう上
じょうず

手なデザインの方
ほう

ほうを学
まな

ぼう

クラスメイトに、あさがおのせいᠽ
ちょう

のᅜ
よう す

子をしょうかいします。
どのスライドがつたわりやすいでしょうか。つたわりやすいじゅんにならべましょう。

あさがおが
たくさんのᖘ

はな

を
さかせました঒

3

つくる

21

5၎
に ち ご

໑ 1੬
か

႖
げ つ ご

໑ 2੬
か

႖
げ つ ご

໑

つたわりやすい つたわりにくい

ଝ
なん

まいかのம
しゃしん

᎔をのせたਯ੟イਿ ம
しゃしん

᎔だけをのせたਯ੟イਿ ေ
も じ

ඹだけでᚮ
せつめい

ၙしたਯ੟イਿ
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上
じょうず

手なデザインの方
ほう

ほうを学
まな

ぼう

スਣルの੓イント

　ေ
も じ

ඹだけでつたえるよりもம
しゃしん

᎔なৡを使
つか

ってਯ੟イਿをつくるとつたਇりやすくなります。

　また、ம
しゃしん

᎔をଝ
なん

まいか使
つか

って、঺さがおのৰんగ
か

のᅜ
よ う す

භもਇかると、ৡのようにせい長
ちょう

したのかがつたਇりやすくな

ります৥。

68

つくる

かいᑇ
とう

れい

つたわりやすい つたわりにくい

あさがおが
たくさんのᖘ

はな

を
さかせました঒

321

5၎
に ち ご

໑ 1੬
か

႖
げ つ ご

໑ 2੬
か

႖
げ つ ご

໑

70



71 かいせつへ

つたえたいことを整理しよう

71 かいせつへ

つたえたいことを整
せ い り

理しようつたえたいことを整
せ い り

理しよう

学
がっこう

校や೿
ち

いきをたんけんして、わかったことを発
はっぴょう

表するしりょうをつくります。
しりょうを作

つく

る௦
まえ

に、まずはわかったことをまとめることにしました。ᐟ
あ

いているところに、わかったこと
を記

きにゅう

入してみましょう。

つくる

᥿ どこにたんけんにいきましたか？

ᦀ いつたんけんにいきましたか？

ᦁ ᅎ
たの

しかったറ
ば し ょ

ླྀはどこですか？

ᦂ おどろいたことはなんですか？

ᦃ はじめて知
し

ったことは、なんですか？



7272

つたえたいことを整
せ い り

理しよう

スਣルの੓イント

　だれかにつたえるためのしりょうをଢ
さくせい

ཀྵする前
まえ

に、ਇかったことをまとめて

みましょう。

　ৡんなറ
ば し ょ

ླྀがᅎ
たの

しかったのか、ৡんなことにおৡろいたのかを༷
い

しきする

と、よい፲
はっ৬ょう

ᘶしりょうをつくることができます。

72

つくる

᥿ どこにたんけんにいきましたか？

ᦀ いつたんけんにいきましたか？

ᦁ ᅎ
たの

しかったറ
ば し ょ

ླྀはどこですか？

ᦂ おどろいたことはなんですか？

ᦃ はじめて知
し

ったことは、なんですか？

友
とも

だちとくらべてみよう

72



73 かいせつへ

マネしてもよいのかな

69 かいせつへ

マネしてもよいのかなマネしてもよいのかな

ೳ
ず こ う

้のじゅᅆ
ぎょう

で、ᒨ
え

をかくことになりました。
次
つぎ

のᦁつのᘯ
こうৡう

動を、「গ​問
もんだい

題はない」「�​問
もんだい

題がある」にわけてみましょう。

つくる

ౌ
とも

だちのᒨ
え

がપ
じょうず

ོだった
ので঑すৱて੔੃してか
いて঑஑

せんせい

ጴにていோ
しゅつ

した

1
੃ਹトでᙨ

み

つけたᒨ
え

が 
પ
じょうず

ོだったので঑すৱて
੔੃してかいて঑஑

せんせい

ጴに
ていோ

しゅつ

した

2

ౌ
とも

だちのアਿ੆イਯをさ
ん考

こう

にしてᒨ
え

をかいて঑
஑
せんせい

ጴにていோ
しゅつ

した

3

BA �​問
もんだい

題があるগ​問
もんだい

題はない
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マネしてもよいのかな

スਣルの੓イント

　上
じょうず

手な人
ひと

の੔ネをすることは、うまくなる᝺
ちかみち

道ともᙶ
い

ਇれますので、੔ネをす

ることは༞
わる

いことでは঺りません。しかし、ౌだちのᒨ
え

やネットでᙨ
み

つけたᒨ
え

を

ఈ
か っ て

手に੔ネして、ᕮ
じ ぶ ん

௏のᒨ
え

としてていோ
しゅつ

してはいけません。

　஑
せんせい

生やౌだちのਘਿバイਯをさん考
こう

にしながら、ᕮ
じ ぶ ん

௏ならではのᒨ
え

をかいてみ

ましょう。

つくる

70

BA �​問
もんだい

題があるগ​問
もんだい

題はない

うまいなহ

ౌ
とも

だちのᒨ
え

がપ
じょうず

ོだった
ので঑すৱて੔੃してか
いて঑஑

せんせい

ጴにていோ
しゅつ

した

1

੃ਹトでᙨ
み

つけたᒨ
え

が 
પ
じょうず

ོだったので঑すৱて
੔੃してかいて঑஑

せんせい

ጴに
ていோ

しゅつ

した

2

ౌ
とも

だちのアਿ੆イਯをさ
ん考

こう

にしてᒨ
え

をかいて঑
஑
せんせい

ጴにていோ
しゅつ

した

3
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75 かいせつへ

たんまつが動
うご

かなくなったときは

71 かいせつへ

たんまつが動
うご

かなくなったときはたんまつが動
うご

かなくなったときは

あなたがたんまつを使
つか

って発
はっ৬ょう

表しりょうを作
つく

っていると、とつぜんたんまつが動
うご

かなくなってしまいました。
次
つぎ

のᘯ
こうৡう

動の中
なか

から、あなたならどうするかを᥿つえらんでください。

つくる

అ
うご

くまで঑ ଝ
な ん ど

ຊもາ
つよ

く
タਹ੍してみる

1

అ
うご

くまで෾
すこ

しໍ
ま

ってみて
అ
うご

かなけ਄ばさいᜡ
き ど う

అを
する

2

জఅ
うご

かない᥯ঝ と 
いってൠ

おお

さわぎする

3

ܼ「さいᜡ
き ど う

అ」とはત
いちどでん

ຊᢖ৊ん

を切
き

ってもうત
いちどでん

ຊᢖ৊んを

஘
い

れᎊ
なお

すことです。
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たんまつが動
うご

かなくなったときは

　たんまつを使
つか

っていると、とつ৔んఅ
うご

かなくなることも঺ります。そんなとき、つい

ついଝ
な ん ど

ຊもາ
つよ

くタッ੍したり、「అ
うご

かない᥯」と大
おお

さਇ৆したりしてしまいたくなりま

すが、అ
うご

くまで෾
すこ

しໍ
ま

ってみるというのも大
たいせつ

切です。

　෾
すこ

しໍ
ま

ってఅ
うご

かなけれ২、஑
せんせい

生にそうだんしてからたんまつをさいᜡ
き ど う

అしてみましょ

う。

スਣルの੓イント

つくる

72

అ
うご

くまで෾
すこ

しໍ
ま

ってみて
అ
うご

かなけ਄ばさいᜡ
き ど う

అを
する

2

෾
すこ

し
待
ま

って
みよう

正
せい

かい

76



77

チェックしてみよう

上
じょうず

手に使
つか

うために

77

まとめ

つくる

ᒨ
え

や文
ぶんしょう

ᐱ、写
しゃしん

真などの作
さくひん

ಞについて、つくった人
ひといがい

ૼ൛は勝
か っ て

手にそれを使
つか

ってはいけないという権
け ん り

利のこと
を「ちょさくけん」と言

い

います。
友
とも

だちの作
さくひん

ಞをマネしたり、ネット上
じょう

の写
しゃしん

真や文
ぶんしょう

ᐱを勝
か っ て

手に使
つか

うこともできません。どうしても使
つか

いたい
ときは、つくった人

ひと

に使
つか

ってもよいかを聞
き

くようにしましょう。

ई​わたしは、スライドを上
じょうず

手にデザインすることができる

ई​わたしは、伝
つた

えたいことを整
せ い り

理して発
はっ৬ょうしりょう

表ᜊးをつくることができる

ई​わたしは、作
さくひん

ಞをつくるときに、どんなことにᆹ
き

をつければよいかを知
し

っている

ई​わたしは、たんまつが動
うご

かなくなったときに、きちんと෱
たいおう

໧することができる

チェックしてみよう

77

上
じょうず

手に使
つか

うために

77


